
〇掲載項⽬（事例２）
１ 題材の⽬標
２ 題材の評価規準

① 題材の評価規準
② 学習過程と内容のまとまりごとの評価規準

３ 指導と評価の計画
４ 「主体的に学習に取り組む態度」の進め⽅

（１）「主体的に学習に取り組む態度」の評価の考え⽅
（２）粘り強い取組を⾏おうとしている側⾯の評価
（３）自らの学習を調整しようとする側⾯の評価
（４）技術を工夫し創造しようとする側⾯の評価

「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料（中学校 技術）の活用ガイド

〇活用ガイドのポイント
・題材⽬標や評価規準、学習過程と評価規準との関係性について詳しく解説（１〜３）
・「主体的に学習に取り組む態度」の考え⽅について解説（４（１））
・「主体的に学習に取り組む態度」の各側⾯の評価の例をポイントを交えて解説（４（２）〜（４））

掲載事例以外の題材でも、本ガイドに掲載された
ポイントを参考に、日々の学習指導と評価の充実
に向けた授業改善に努めましょう！

本ガイドは国⽴教育政策研究所の参考資料をもとに、先⽣⽅が授業を⾏うに当たり検討する、指導と評価の
計画⽴案の参考となるよう、神奈川県教育委員会・市町村教育委員会の指導主事の協働で作成したもので
す。



中学校技術・家庭科（技術分野） 事例を通した評価の具体例

P.57

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料P.57～63

題材名 「環境に優しい野菜づくりにチャレンジ！」

技術・家庭科（技術分野） 事例２ キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

内容のまとまり
内容「B 生物育成の技術」
（１）生活や社会を支える生物育成の技術

（２）生物育成の技術による問題の解決
（３）社会の発展と生物育成の技術

「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料

１ 題材の目標
生物育成の技術の見方・考え方を働かせ，地域の自然環境へ配慮して野菜を栽培する実

践的・体験的な活動を通して，生活や社会で利用されている生物育成の技術についての基
礎的な理解を図り，それらに係る技能を身に付け，生物育成の技術と生活や社会，環境との
関わりについて理解を深めるとともに，地域社会の中から生物育成の技術と環境に関わる問
題を見いだして課題を設定し解決する力，よりよい地域社会の構築に向けて，適切かつ誠実
に生物育成の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。

※ 下線部は解説「B 生物育成の技術」のねらいと記載が異なる部分
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２ ①題材の評価規準
観
点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準

生活や社会で利用されている
生物育成の技術についての
科学的な原理・法則や基礎的
な技術の仕組み及び，生物育
成の技術と生活や社会，環境
との関わりについて理解して
いるとともに，安全・適切な栽
培または飼育，検査等ができ
る技能を身に付けている。

生物育成の技術が地域の自然
環境に及ぼす影響に関わる問題
を見いだして課題を設定し，解決
策を構想し，実践を評価・改善し，
表現するなどして課題を解決す
る力を身に付けているとともに，
よりよい地域社会の構築を目指
して生物育成の技術を評価し，
適切に選択，管理・運用する力
を身に付けている。

よりよい地域社会の構築に向けて，
課題の解決に主体的に取り組ん
だり，振り返って改善したりして，
生物育成の技術を工夫し創造しよ
うとしている。

※下線部は，「評価の観点の趣旨」と「題材の評価規準」の記載が異なる部分
（３編 p.41  「２（３）題材の評価規準の設定」を参照）

地域や学校の実態、生徒の興味・関心や学習経験を踏まえて
授業時数や履修学年に対応したものを設定します。
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２ ②学習過程と内容のまとまりごとの評価規準

（１）生活や社会を支える生物育
成の技術

（２）生物育成の技術による問題の解決 （３）社会の発展と生物育成の技術

知識・
技能

育成する生物の成長，生態の特
性等の原理・法則と，育成環境
の調節方法等の基礎的な技術
の仕組みについて理解している。

安全・適切な栽培又は飼育，検査等がで
きる技能を身に付けている。

生活や社会，環境との関わりを踏
まえて，生物育成の技術の概念を
理解している。

思考・
判断・
表現

生物育成の技術に込められた問
題解決の工夫について考えてい
る。

問題を見いだして課題を設定し，育成環
境の調節方法を構想して育成計画を立て
るとともに，栽培又は飼育の過程や結果
の評価，改善及び修正について考えてい
る。

生物育成の技術を評価し，適切な
選択と管理・運用の在り方や，新た
な発想に基づく改良と応用につい
て考えている。

主体的
に学習
に取り
組む態
度

主体的に生物育成の技術につ
いて考え，理解しようとしている。

よりよい生活の実現や持続可能な社会
の構築に向けて，課題の解決に主体的
に取り組んだり，振り返って改善したりし
ようとしている。

よりよい生活の実現や持続可能な
社会の構築に向けて，生物育成の
技術を工夫し創造しようとしている。

B 生物育成の技術

技術に関する科学的な原理法則，基礎的な仕組み，知識に基づいて技能
を問題解決の過程に適用できる

技術の概念

技術の工夫を読み取る力，
見方・考え方に気づく力

粘り強さの側面 粘り強さ、自己調整の側面

技術による問題の解決を考える力 技術を評価し，選択…する力

技術を工夫し創造する側面
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３ 指導と評価の計画（第１学年 15時間）①

Ｂ（１） 生活や社会を支える生物育成の技術

【主体的に学習に取り組む態度】

（１）の活動では、

粘り強い取組を行おうとしている
側面
の評価を実施します。

「基礎的な技術の仕組みを調べ、問題を
解決するためにどのような工夫がされてい
るかを調べる学習」などを通して、進んで
技術と関わり、主体的に理解し、技能を身
に付けようとしているかを見取ります。
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３ 指導と評価の計画（第１学年 15時間）②

Ｂ（２）生物育成の技術による
問題の解決

【主体的に学習に取り組む態度】

（２）の活動では、

自らの学習を調整しようとする側面
の評価を実施します。

自分なりの解決策を構想し、問題解決の過程
を振り返り、よりよいものとなるよう改善・修正
しようとしているか、また、安全・適切に作業が
できるように指導します。



P.58～59

３ 指導と評価の計画（第１学年 15時間）③

Ｂ（３） 社会の発展と生物育成の技術

【主体的に学習に取り組む態度】

（３）の活動では、
技術を工夫し創造しようとする
側面
の評価を実施します。

ここまでの学習を踏まえ、技術の優れた点
や問題点を踏まえ、技術の在り方について
考えようとしているかを見取ります。
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（１）「主体的に学習に取り組む態度」の評価の考え方

安心，安全で便利な生活の実現や持続可能な社会の構築のため
に，主体的に技術に関わり，技術を適切かつ誠実に工夫し創造しよ
うとする実践的な態度が育成された状況について評価する。

粘り強い取組を⾏おうとしている側⾯
自らの学習を調整しようとする側⾯
技術を工夫し創造しようとする側⾯

知識及び技能の獲得 思考力，判断力，表現力等を身に付ける

題材の指導の中で、場面に応じて、どの側面を重視して評価
するかを検討します。
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（２）粘り強い取組を行おうとしている側面の評価

生活や社会で用いられている
技術がどのような問題を解決
しようとして、どのように工夫さ
れているかを調べる。

【思考・判断・表現の評価】

レポートにまとめた感想等の
記述から意欲を読み取る。

【主体的に学習に取り組む態
度の評価】

指導事項 Ｂ（１）ア、イ

「工夫調べレポート」
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（２）粘り強い取組を行おうとしている側面の評価

■十分満足できる状況（Ａ）と判断した記述例

「今までは生物育成の技術が食糧生産だけだと思ってい
たが、それ以外にも多く利用されていることを知った。今
後は自分も食糧以外の目的で栽培や飼育に挑戦してみ
たい。」

記述から「～したい」を読み取ります。

例：「調べたい」「やってみたい」「挑戦し
てみたい」など

〇（B）の記述例では、「・・・調べてみた
い」という記述がみられます。

〇（A）の記述例ではさらに、自分の生活

や体験と関連付けて「今までは・・・
だったが・・・」など意欲の変容がみら
れます。

指導事項 Ｂ（１）ア、イ

【ポイント】
技術を学ぼうとする意欲や関心があるか
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（３）自らの学習を調整しようとする側面の評価

評価規準を

「自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解決策を構想しようとし
ている」 P.58「３ 指導と評価の計画」⑩

「自らの問題解決とその過程を振り返り，よりよいものとなるよう改善・
修正しようとしている」 P.58「３ 指導と評価の計画」⑪

として設定

問題解決の過程 評価する態度

課題・設計（育成計画） ・新しい発想を取り入れようとしている（知的財産）
・育成計画を調整しようとしている

育成（管理作業）・評価 ・作業の過程を振り返って原因を追究しようとしている

・作物の状況を観察し、育成計画等と比較しながら最適な作業手順を考えよ
うとしている

指導事項 Ｂ（２）ア、イ
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（３）自らの学習を調整しようとする側面の評価

「管理記録カード」
４～12時間目において毎時間記録しま
す。

※記録内容
・管理作業の内容

・問題解決を評価するために必要な
データ

・どのような気持ちで問題の解決に
取り組んだか

指導事項 Ｂ（２）ア、イ
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（３）自らの学習を調整しようとする側面の評価

「管理記録カード」
13時間目にこれまでの学びの振り返り

技能の習得状況の変化を確認する
全体を通して感じたことをまとめる

【主体的に学習に取り組む態度の評価】

〇記述から計画と実際を比較してど
のように改善・修正しようとしたのか
読み取ります。

指導事項 Ｂ（２）ア、イ
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（３）自らの学習を調整しようとする側面の評価

「なるべく電気を使わずに育てる」という目標に
対してどのように取り組んだか（改善・修正しよ
うとしたか）を読み取ります。

〇（B）の記述例では、日光が当たる場所に移

動させて電気を使う時間を短くしようと取り組
みました。

〇（A）の記述例ではさらに、成長が思わしくな

いという状況を分析し、養液の成分を変更し
ています。

■十分満足できる状況(A)と判断した記述例：

「なるべく電気を使わずに育てようと日光が当たりやすい
場所に移動させて，LED 照明を使う時間を短くしようとしま

した。また，それだけでは成長が思わしくないので，資料で
調べて，養液の成分を変更してみました。」

■おおむね満足できる状況(B)と判断した記述例：

「なるべく電気を使わずに育てようと考えていましたが，始
めは曇りの日が多くて LED 照明を長く点灯させていました。

しかし，途中で目標を達成できないかもしれないと考えて，
日光が当たりやすい場所に移動させて，LED 照明を使う時
間を短くしようと頑張りました。」

■努力を要する状況(C)と判断した生徒に対する手立て：

自分が書いた管理記録カードを見直しながら，自分があき
らめずに取り組んだことや工夫したことを見つけさせ，実
習への意欲を高める。

指導事項 Ｂ（２）ア、イ

【ポイント】
複数の視点から課題を解決しようとしているか
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（４）技術を工夫し創造しようとする側面の評価 指導事項 Ｂ（３）ア、イ

植物工場のアイディア
【思考・判断・表現の評価】

アイディアに込めた思い

【主体的に学習に取り組む
態度の評価】

生物育成の技術を適切に評価し、
選択、管理・運用等の仕方につい
て提言させます。

これまでの学習を振り返り、アイデ
アに対してそう考えた理由を記載
させます。
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（４）技術を工夫し創造しようとする側面の評価 指導事項 Ｂ（３）ア、イ

指導事項（１）（２）の学習活動を通して

技術を工夫し創造しようとする態度を涵養することを目指している

〇技術の優れた点や問題点を見極めようとする態度
〇技術を積極的に用いて生活や社会の問題を解決していこうとする態度

〇より高い品質で，効率よく，安定して，経済的にも優れ，自然環境に優しく，
消費者にとって安心などの視点をできるだけ満たすように工夫し創造しよ
うとする態度
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４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の進め方

（４）技術を工夫し創造しようとする側面の評価 指導事項 Ｂ（３）ア、イ

■十分満足できる状況(A)と判断した記述例：

「育て方が似ている地域の特産品をまとめて育てるようにすれば，
電気エネルギーを効率よく利用できるし，たくさんの技術を使うよ
りも，いくつかの技術に絞って活用したほうが効果的だと思ったか
らです。他の技術も色々と調べながらよりよい方法を考えてみた
いと思います。」

■おおむね満足できる状況(B)と判断した記述例：

「電気を使うことばかり考えずに，自然の光や風などを利用したほ
うが，安定して作物を育てられると思ったからです。」

アイディアと思いを組み合わせることで、
個人的な願いの実現を目指すだけでなく、
環境への負荷などにも配慮してよりよい
地域社会を構築しようとしているか読み
取ります。
〇（A）の記述例では、効率的な利用や

最適な解決策を見出そうとして技術を
積極的に用いようとしています。

〇（B）の記述では、環境への負荷は考

えていますが、技術の優れた面や問
題点を見極め、積極的に活用しようと
いう記載が見られません。履修学年に合わせた判断規準を考えていく

必要があります。
※この事例は第１学年を対象にしています。

【ポイント】
技術を工夫し創造しようとしているか


